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サーロー節子 ｜ 広島女学院高等女学校在学中に学徒動員先にて被爆。1954年にアメリカのリンチ

バーグ大学に留学。カナダ人のジム・サーローと結婚しカナダのトロントに移住する。1965年よりソー

シャルワーカーとして活躍しカナダで最高の名誉であるカナダ勲章を受章した。世界各地にて英語での被

爆証言活動を続けICAN発足当時よりICANを代表して国連や国政会議にて被爆者としての体験を語り

多くの人に影響を与えている。
竹内 道 （プロデューサー） ｜ 広島女学院高校卒業後心理学を勉強するために渡米。ワグナー大学心理学

部卒業後当時の電通アメリカ（DCA）に入社。1988年、アークメディア（Arc Media, Inc.）を設立。アメ

リカ市場における日本企業の事業の立ち上げを支援してきた。2010年4月より国連NGO,Youth Arts 

New Yorkに参加。祖父竹内釼は広島日赤病院初代院長時に被爆。母竹内孝子は入市被爆をした。

同情は求めていません。人々に行動してほしい。そのために私は語り続けるんです。
――サーロー節子
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監督は全米の優れたテレビ番組に送られるエミー賞や全米監督協会賞を受賞してい

るスーザン・ストリックラー。撮影は2015年から4年をかけて、ニューヨーク、広島、

トロント、オスロで行われた。クライマックスは2017年12月、ICAN（核兵器廃絶国

際キャンペーン）が受賞したノーベル平和賞の授賞式で節子が行ったスピーチ。何十

万の被爆者の声を代表して話す節子の言葉のひとつひとつには、亡くなった最愛の

家族や級友達への誓いが込められ、圧倒的な迫力で見る者の胸を揺さぶる。

2021年核兵器禁止条約発効が実現する！ その大きな原動力として世界で最も尊敬

される女性の一人となったサーロー節子の原点を探ったドキュメンタリーがついに登

場した。13歳で被爆しその後の人生の大半をカナダで暮らし核兵器撲滅のための活

動を続けるサーロー節子と、広島出身で被爆二世であるニューヨーク在住の竹内道が

出会った時からその旅は始まった。二人は偶然にも広島女学院の卒業生同士。原爆投

下の朝、節子は広島で何を見たのか、その後の彼女の人生がどう変わっていったのか

が本作品のプロデューサーでありナレーターを務める道の眼を通じて紐解かれてい

く。それは、道にとっても被爆二世である自身の真実を見つける旅となるのであった。
廃墟の中の日赤病院（1945年）  　写真提供 ©菊池俊吉
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年少者映画審議会推薦
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8月15日、ピースアクション2022「ヒロシマへの誓い～サーロー節子とともに～」映画上映会をけんみんホールで開催。
平和の大切さを思う一日となりました。 （関連ページ P.4）

プロデューサー竹内道さん舞台挨拶
（ニューヨークよりオンライン（Zoom））
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ろっこう医療生活協同組合 専務理事
兵庫県生活協同組合連合会 理事

森本 　浩
（もりもと・ひろし）
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兵庫県・兵協連共催　第25回「監事研修会」のご案内兵庫県・兵協連共催　第25回「監事研修会」のご案内

生協の監事のみなさまを対象にハイブリッド形式（会場への参加とオンライン参加
（Zoom）の併用）による研修会を実施いたします。

日　時：11月 2 日㈬　13：30～16：30

内　容：⑴　監事の役割と監事監査の基本、期末監査のポイント
　　　　　　日本生活協同組合連合会　渉外広報本部　法務部　井藤　康治 氏
　　　　⑵　生協の指導検査を実施して
　　　　　　兵庫県県民生活部生活安全課消費政策班
　　　　⑶　質疑・応答

対　象：会員生協の監事、ならびに監事スタッフ

場　所：兵庫県民会館12階1202号室
　　　　または オンライン（Zoom）

お申込み・お問い合わせは
兵庫県生活協同組合連合会　TEL 078－391－8634　〔10月14日㈮ 締切〕

第33回 近畿地区生協・行政合同会議
　8月24日、「第33回近畿地区生協・行政合同会議」がオンラインで開催され、日本生協連や府
県生協連の担当者、厚生労働省、近畿・福井の行政担当者等、48人が出席しました。この会議は、
7府県（近畿2府4県、福井県）の生協連合会で構成する「近畿地区生協府県連協議会」主催で年
に一度開催しています。
　今年は、「つながる力で安心してくらせる地域社会づくりをめざして」をテーマに各府県の報
告や厚生労働省、日本生協連の報告、NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ理事
渋谷雅人氏による基調講演「ひとりの明日を変えるこども食堂」がありました。地域共生社会
の実現に取り組む事例を共有し、これからの課題を再認識する機会となりました。

オンライン（Zoom）開催 ご挨拶　厚生労働省

（2021年11月）
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「兵庫県地域見守りネットワーク応援協定」締結式
　「兵庫県地域見守りネットワーク応援協定」の締結式が9月12日、兵庫県庁で行われました。
　2013年に創設された同協定は、今回、生活クラブ生活協同組合都市生活、生活協同組合コープ自然派
兵庫が加わり、既に締結している生活協同組合コープこうべを含め、45団体になりました。

写真右より

　生活協同組合コープ自然派兵庫
　横川　誠也 専務理事

　兵庫県 片山　安孝 副 知 事

　生活クラブ生活協同組合都市生活
　角田　　学 専務理事

　兵庫県生活協同組合連合会
　江見　　淳 専務理事

兵庫県地域見守りネットワーク応援協定
一人暮らし高齢者世帯などの孤独死が社会問題となる中で、見守り活動や緊急事態への早期対応を図る
ため、各家庭を訪問し意見を発見する可能性のあるライフライン企業等民間事業者と県、県社会福祉協
議会及び県民生委員児童委員連合会の間で協定を締結し、市町が取り組む見守り活動を支援するもの。

　本年度の第一回目「ヒロシマへの誓い
～サーロー節子とともに～」映画上映会
を9月15日に開催しました。
　13歳の時に広島にて被爆し300数名も
の学友を亡くしたサーロー節子さんが全
世界に向けて核兵器廃絶運動を呼びかけ
るドキュメンタリー映画で、今回サー
ロー節子さんを 4 年間にわたって密着取
材した本作のプロデューサーで被爆 2 世
である竹内道さん（ニューヨーク在住）からオンライン（Zoom）での挨拶が
あり、「ぜひ皆さんひとりひとりが平和な世界に向けて
の行動を起こしてほしい」と話されました。
　映画でのサーロー節子さんのノーベル平和賞受賞ス

ピーチは感動的で、上
映後に参加者からは
サーロー節子さんと竹
内道さんに届けるメッ
セージをいただき、平
和への想いを共感しあ
う時間をもつことがで
きました。

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
2
0
2
2

「
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
誓
い
〜
サ
ー
ロ
ー
節
子
と
と
も
に
〜
」

映
画
上
映
会
開
催

竹内道さん舞台挨拶（ニューヨークより）

司会　生活協同組合
コープ自然派兵庫

理事長 正橋 裕美子さん

2020NPT 再検討会議の生協代表団派遣
応援のために、組合員とつくった横断
幕を展示 （コープこうべ） 4
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こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
「
7
才
の

交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
に
「
横
断
旗
」
の
活
用
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
び
、
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て

組
合
員
を
巻
き
込
ん
で
小
園
小
学
校
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
阪
神
医

療
生
活
協
同
組
合
を
通
し
て
小
園
小
学
校

他
地
域
関
係
団
体
に
横
断
旗
を
寄
贈
し
、

協
同
組
合
間
協
同
が
実
現
し
ま
し
た
。

8
月
25
日
、
2
学
期
始
業
式
後
に
寄
贈

式
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
団
下
校
見
守
り
活
動
に
私

も
参
加
し
ま
し
た
が
、
住
宅
街
の
一
方
通

行
道
路
に
も
関
わ
ら
ず
幹
線
道
路
と
並
行

し
て
い
る
た
め
「
抜
け
道
」
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
通
行
す
る
車
両
が
数
多
く
あ

り
、
小
学
生
の
登
下
校
は
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
現
状
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
地
域
の
関
係
団
体
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
小
学
生
や
地
域
の
中
に
溶
け
込

ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
日
常
的
な
見
守
り

活
動
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

横
断
旗
寄
贈
の
取
り
組
み
が
地
域
に

と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ

と
を
体
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
層

地
域
に
も
身
近
な
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
通
信
員

南
雲
健
一
）

8
月
26
日
、
中
央
区
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
親
子
で
遊
ん
で
学

べ
る
！
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
で
は
「
つ

な
が
る
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
in

兵
庫
」
と
掲
げ
て
、
6
月
の
映

画
上
映
会
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
ト
ー
リ
ー

ぼ
く
ら

が
作
る
2
0
5
0
年
」
を
皮
切

り
に
、
大
蔵
海
岸
で
は
J
F
兵

庫
漁
連
と
一
緒
に
、
甲
子
園
浜

で
は
地
元
N
P
O
と
実
施
し
た

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
と
海

の
生
き
物
調
査
」、
7
月
に

J
A
兵
庫
六
甲
と
共
に
実
施
し
た
「
田
ん

ぼ
の
生
き
物
調
査
」
と
い
う
身
近
な
環
境

を
考
え
る
企
画
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
体
験
を

通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
生
活

ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
を
知
る
き
っ
か
け
作

り
を
目
指
し
ま
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
緒
に
自
転
車
を
こ
い
で
発
電
す
る

「
発
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
ち
り
め
ん
の

中
に
い
る
タ
コ
や
エ
ビ
の
稚
魚
を
探
す

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う
」

で
は
身
近
に
あ
る
豊
か
な
海
を
大
切
に
し

よ
う
、
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
日
、

N
H
K
の
取
材
が
入
り
T
V
放
映
さ
れ
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
県
内
の
協
同
組
合
や
地
域

の
環
境
保
全
団
体
と
一
緒
に
、
身
近
な
環

境
で
体
験
す
る
場
を
つ
く
り
、「
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
な
暮
ら
し
」
を
発
信
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

（
通
信
員

山
本
晋
也
）

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p

7
才
の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
横
断
旗
」
を
寄
贈

～
協
同
組
合
間
協
同
の
実
現
～

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

　
　
楽
し
く
S
D
G
s
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た

見守り活動

寄贈式

自転車をこいで
電球を光らせよう！

大人も子どもも夢中で
モンスターを探します
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JF 兵庫漁連Ｊ
Ｆ

Ｊ
Ａ JA あかし

地域住民に喜ばれる
直売所づくりに取り組む令和4年　豊漁祈願祭

　 7 月 4 日㈪、令和 4 年豊漁祈願祭（主催：JF

兵庫漁連）が新温泉町の宇都野神社にて、海区代

表ならびに水産系統団体長など13名が参列し執り

行われました。

　本祈願祭は、本県水産業の繁栄と操業安全を祈

願することを目的に県内組合長並びに関係者が一

堂に会し毎年開催しておりましたが、昨年に続き

本年も新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、

規模を縮小しての開催となりました。

　開式に先立ち『湯立神事』が執り行われました。

『湯立神事』とは、釜にお湯を沸かし、笹を熱湯

に浸して、笹の葉で振りまいて身を清めるといっ

た伝統的な神事です。主に無病息災や五穀豊穣を

願う神事として行われています。

　その後、境内にて厳粛な雰囲気の中で JF 兵庫

漁連田沼政男会長により祭祀が奏上された後、参

列者によって玉串が奉奠され滞りなく神事が執り

行われました。

　JA あかしは、地域住民に喜ばれる直売所づく
りをめざして、「フレッシュ・モア」直売所に出
荷している生産者 95人を構成員とする産直部会
と協力した取組みをすすめています。
　同 JA の田中悠貴さんは、入組以来 8 年間、経
済課に所属し、営農指導や購買事業とともに、直
売所の店長を務めています。田中さんは、直売所
を活性化するために、産直部会に新鮮で安全・安
心な農作物を出荷してもらい、消費者に喜ばれる
よう、消費者ニーズを踏まえた農作物の栽培を提
案しています。
　直売所では、より多くの方に直売所に足を運ん
でもらい、安心して購入していただけるよう、チ
ラシやポスターの設置、また直売所に出荷してい
る生産者の顔写真を店内に掲示するなどの取組み
を行っています。
　明石市和坂で年間約20品目を栽培し、同 JA の
直売所に出荷している伊藤能之さんは、朝採り野
菜を新鮮なうちに消費者へ提供するため、毎朝 6
時半までに収穫を終え、直売所に出荷しています。
また、産直部会の部会長として、部会員が作った
農作物をより多くの消費者に届けるため、JA と
協力し直売所の活性化に努めます。
　同 JA は、今後も産直部会と協力し、地域住民
に喜ばれる直売所づくりをめざします。

ナスの生育状況について話す伊藤さん（左）と田中さん宇都野神社で湯立神事を行う（新温泉町）
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〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の
　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　さて、生命保険の勧誘のお話の続きです。生命保険契約は、クーリング・オフ事項が記載された書面
の交付日と契約の申込日のいずれか遅い日から8日間、書面を発送することによって、クーリング・オフす
ることができます。なので、もし、本当は契約をする予定がなかった、また、よく考えてみたら、必要な
い保険だと思ったのなら、諦めず、クーリング・オフしてみましょう。
　その他生命保険の募集には、情報提供のルールがあります。保険契約の内容や契約者に参考となるべき情報を「契約概
要」書面と「注意喚起情報」書面を用いて、説明し、書面を交付することになっています。
　また、保険会社は、その人の意向を把握して、それに沿って、保険契約を提案して、説明して、さらに、契約内容がその
人の意向に合っているかを確認する機会を設けないといけないことになっています。
　保険の勧誘には、このようなルールはあるものの、実際の勧誘の現場では、「断りにくい雰囲気」が作られていることが
多いですよね。この「断りにくい雰囲気」について、次回、考えてみたいと思います。

　兵庫県の SDGs WEEK に合わせて「エシカル消費？海洋プラゴミ？SDGs をもっ
と身近に！」をテーマにオンラインで 3 講座を開催します。実例などわかりやすい
解説で SDGs 達成に向けた取り組みを、より身近に感じていただけると思います。
ぜひシリーズでご参加ください。申込者限定の見逃し配信もあります。

10/24㈪
14：00～15：30

見逃し配信
10/24㈪ 17時～

10/30㈰ 24時

～買い物で社会を変える～
『エシカル消費』のすすめ

最近よく聞く「エシカル消費」って何？「買い物で社会を変える」って聞い
たけど具体的にどういうこと？基礎から学んで一緒に「消費者市民社会」を
実現しましょう！
法政大学大学院政策創造研究科 准教授
公益財団法人消費者教育支援センター理事

　　柿 野 成 美 氏
申込みサイト

10/28㈮
14：00～15：30

見逃し配信
10/28㈮ 17時～

10/30㈰ 24時

～未来を変える選択～
エシカルな食生活で SDGs を！
あらためて私たちの食生活に注目すると、SDGs達成のヒントが見つかるかも！
みんなでエシカルな食生活を意識して、人と地球の未来を変えていきましょう！
東京農業大学 副学長

　　上 岡 美 保 氏

申込みサイト

10/29㈯
10：30～12：00

見逃し配信
10/29㈯ 14時～

10/30㈰ 24時

～ウミガメも困っています！～
海洋プラゴミから SDGs を考える

「海洋プラスティックゴミ」がウミガメを困らせているって本当？今、海の
中で何が起こっているの？ウミガメ研究者のお話から、私たちにできること
を考えてみましょう！
四国水族館 館長

　　松 沢 慶 将 氏

申込みサイト

【お 申 し 込 み】　①各申込みサイト（QR コードでアクセス）からお申し込みください（見逃し配信視聴の方も同様）
　　　　　　　　②申込後、Zoom ウェビナー招待メールが届きますので、当日参加リンク部分をクリックしてご参加ください
　　　　　　　　　・申込後、数時間たっても招待メールが届かない場合は、下記にお電話でお問い合わせお願いします
　　　　　　　　　・定員になり次第、閉め切らせていただきます
　　　　　　　　　・いただきました個人情報は、当講座の運営管理にのみ利用いたします

【対　　　　象】　兵庫県在住・在勤・在学の方　定員200名
【お問い合わせ】　兵庫県立消費生活総合センター消費生活情報プラザ
　　　　　　　　TEL：078－302－4001　（平日 10：00－17：00）

オンライン講座参加無料
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ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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行

兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

〒
650
︱

0011
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
丁
目
16
︱
3
県
民
会
館
4
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
0
7
8
︶3
9
1
・
8
6
3
4     

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
0
7
8
︶3
9
2
・
2
0
5
9

県
連
行
事
予
定

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
ま
し
た
。
今
夏
も
日
本

各
地
で
大
雨
・
暴
風
な
ど
の
気
象
災
害
が
発
生
し
、

気
候
危
機
の
深
刻
化
を
身
近
に
感
じ
ま
す
。
今
こ

そ
協
同
組
合
間
協
働
や
行
政
、
地
域
社
会
と
の
連

携
を
も
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
地
球
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
時
、
と
思
い
ま
す
。

「
行
動
を
起
こ
す
」
と
い
う
と
、
9
月
15
日
の

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
2
0
2
2
「
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の

誓
い
~
サ
ー
ロ
ー
節
子
と
と
も
に
~
」
映
画
上
映

会
で
︵
本
誌
の
表
紙
と
4
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
︶、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
竹
内
道

さ
ん
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
︵
Z
o
o
m
︶
で
挨
拶
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、「
被
爆
国
と
し
て
の
核
兵

器
廃
絶
、
平
和
な
世
界
へ
の
想
い
は
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
行
動
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
行
動

は
情
熱
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
何
事
も
情

報
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
た
め
に
行
動
し

よ
う
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ

う
、
と
強
く
思
っ
た
私
の
秋
は
、
新
し
い
出
会
い

や
発
見
の
あ
る
実
り
多
い
秋
に
な
り
そ
う
で
す
。

︿
吉
本
﹀

10
月
3
日
㈪

兵
協
連

第
3
回
理
事
会

︵
県
民
会
館

鶴
︶

10
月
12
日
㈬

生
活
問
題
研
究
会

現
地
視
察

︵
川
西
市
東
多
田

ふ
ぉ
ー
ふ
ー
む

矢
問
農
園
︶

10
月
20
日
㈭

兵
協
連

第
2
回
監
事
会「
上
期
監
査
」

︵
県
民
会
館

兵
協
連
事
務
所
︶

10
月
27
日
㈭

2
0
2
2
年
度
兵
庫
県
生
協
大
会

︵
県
民
会
館
9
階

け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
︶

編
集
後
記

学習会のご案内

『サイバー犯罪から身を守るために ～トラブル対処法と最新情報を学ぶ～』
サイバー犯罪は日々進化を続け、新たな手口で消費者を誘い込もうとしています。トラブル事
例やその対策の最新情報を、サイバー犯罪対策課の警察官からお聞きします。相談現場での消
費者対応に活かすことのできる情報や、防犯対策について役立つ情報を一緒に学びましょう

◇日　　時：2022年10月30日（日）　午前10時～11時30分
◇講　　師：兵庫県警察本部サイバー犯罪対策課　サイバー犯罪防犯センター
◇会　　場：神戸市教育会館501号室
◇開催方式：会場開催のみ・無料・定員50名　※オンラインではありません。

メール tekikaku-sympo@hyogo-c-net.com、又は FAX でお申込みください。
（申込み締切　10月20日（木））

【問 合 せ】　適格消費者団体　認定NPO法人 ひょうご消費者ネット　事務局
　　　　　　（月～金　午後 1 時～ 5 時）
　　　　　　電　話：078（361）7201　　FAX：078（361）7205

「助け合い 広がる つながる 赤い羽根」
　10月１日から第76回赤い羽根共同募金運動が始ま
りました。お寄せいただいた寄付金は、兵庫県内の
地域福祉活動の推進に役立てられます。
　また、寄付金の一部は、大規模災害発生時におけ
るボランティア活動を支援するために活用されます。
　コロナ禍において、福祉サービスが行き届かない
制度の狭間にある課題へのニーズが年々高まってお
り、共同募金の役割はより重要になっています。
　今年度も、あたたかいご支援とご協力をよろしく
お願い申し上げます。

運動実施期間：10月1日～3月31日

社会福祉法人 兵庫県共同募金会　www.akaihane-hyogo.or.jp
「ふるサポ募金」QR

ネットでも募金できます
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